



























カス トリ雑誌 は,そ の記事 内容 か ら見 ると
「読物」 と 「風俗」 の2つ の系列 か らな って
いる。まず 「読物」 の系列 の口火 を切 ったの
は,終 戦の翌年の初春に刊行 され た 『りべ ら
る』誌で ある。 これの創刊号(昭 和21年1月,
太虚堂)の 体裁は,B5判 グラ ビア2頁,本
文32頁の薄い雑誌 であ り,本 文用紙は後の粗
悪な仙花紙 ではな くて,ザ ラ紙で定価1円50
銭であ った。 内容 的には,ア メ リカ文 化の導
入が企 て られるとと もに,や がて昭和22年か
ら23年にかけて吉 田政府が打 ち出す3S(ス
ポーツ,ス ク リー ン,セ ックス)政 策 が先取
りされ てお り,総 合文化誌的な色合 いの濃 い
雑誌 と して 出発 して いる。
この 『りべ らる』誌創刊号 のシ ンプルで手
堅 い表紙デ ザインと写真 口絵 などには,戦 前
に日本 に受容 されて いたバウハ ウス流 のモ ダ
ンなグラフィック ・デザインが濃い影を落と

























飾 られ,こ の赤い正方形の縁取 りの下方には
「秋冬不眠号 肉体芸術 特集」 と銘打たれ
ている。峰岸は,「耽奇尖端特集号」 と銘打









































いる。 このセ ミヌー ドは,官 能的な陶酔か ら
ほど遠 く,セ クシ ャルな魅力 に欠 けてお り,
む しろグ ロテスクでさえある。 しか し当代 に
おいては人 々の飽 くなき 「見 ることへの渇望」
にひ とまず応 える ものであった といえ よう。
以上のように草創期のカス トリ雑誌のグラ
フィック表現は,戦前に西欧型のモダン ・デ
ザインやモダン・アー トからの影響下に醸成
されていた既成のタイポグラフィー的な枠組
みを堅持 しており,戦時中に抑圧 され当時ま
だひっそりと隠されていた性を公然化するも
のに留まっている6し かし,『猟奇』誌第2
号が,こ れに掲載された北川千代三作,高 橋
よし於画 「H大佐夫人」の性表現が 「刑法第
175条」に反するという理由で,「わいせつ物
の頒布販売罪」で起訴されている。そしてこ
の頃から,再びこの種の雑誌に体制の側から
の監視 と制約が復活 し始めており,また一方
ではGHQの 検閲による表現の抑圧やアメリ
カ文化の大量流入 もあり,カス トリ雑誌はさ
まざまな文化的 ・社会的な諸問題を孕みなが
らその盛期を迎えつつあった。
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